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第 21 話 官軍の京都回復運動 

    吉野の朝廷は、足利氏の内訌
ないこう

に乗じて、しばしば京都の回復
かいふく

を図
はか

られる。 

  一方、京都では、足利尊
たか

氏
うじ

が東国に下った後で、両
りょう

朝
ちょう

の合
ごう

一
いつ

が発表され、やがて後
ご

村
むら

上
かみ

天皇の御還
かん

幸
こう

になることが分
わ

かったので、今まで京都に付いていた公
く

卿
ぎょう

達も皆、先を争って賀
あ

名
の

生
う

の行
あん

宮
ぐう

に参
さん

上
じょう

し

た。 このために、昨日まで淋
さび

しかった大
やま

和
と

の奥の山の中が俄
にわ

かに時ならぬ花
はな

を咲
さ

かして、幔
まん

幕
まく

を張
は

り廻
まわ

した人々の 宿
しゅく

所
しょ

となった。 

後
ご

村
むら

上
かみ

天皇の住吉
すみよし

遷幸
せんこう

 

  後
ご

村
むら

上
かみ

天皇は、そういう中で、万
ばん

端
たん

の 準
じゅん

備
び

をされていたが、正平 7 年 2 月 26 日、先

づ摂津
せっつ

の住吉
すみよし

に行かれることにして、賀
あ

名
の

生
う

を発
はっ

して、その日は河内
かわち

の東 條
とうじょう

に着
つ

き、楠木
くすのき

氏
し

の城
しろ

に入
はい

られた。 その行 幸
ぎょうこう

の 行
ぎょう

列
れつ

は、

元
げん

弘
こう

三年の夏、御父の後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇が伯
ほう

耆
き

から

御還
かん

幸
こう

の時と同じく、 専
もっぱ

ら軍
ぐん

装
そう

をした武 

  

          大阪  住 吉
すみよし

神 社
じんじゃ

 

士に警
けい

衛
えい

させられた。 28 日に住吉に遷
うつ

られて、住吉神社の祠
し

官
かん

津
つ

守
もり

国
こく

夏
なつ

の 邸
やしき

に 暫
しばら

く逗
とう

留
りゅう

になるこ

とにした。 

尊
たか

氏
うじ

の降
こう

伏
ふく

が本
ほん

心
しん

から出たものではないことは分かっていたので、こちらでもその計
けい

略
りゃく

の裏
うら

を掻
か

い

て、完全
かんぜん

に京都をご回復
かいふく

になさるために、ここで相
そう

当
とう

の軍
ぐん

勢
ぜい

を集めて京都に向
むか

おうとされたのです。 間

もなく、伊勢
い せ

の国司
こくし

の北 畠
きたばたけ

顕
あき

能
よし

が 3,000 余騎を率いて馳
は

せ参
さん

じたので、天皇は 閏
うるう

2 月 15 日に住吉を発

して天王寺
てんのうじ

に進
すす

まれた。 

足利
あしかが

義
よし

詮
あきら

の狼狽
ろうばい

 

  足利
あしかが

義
よし

詮
あきら

はこれを聞いて、始
はじ

めて天皇のご還
かん

幸
こう

が、その実
じつ

は幕府を滅
ほろ

ぼすための進
しん

撃
げき

であることを

覚
さと

り、窃
ひそ

かに軍勢を集めて、万一の場合の逃
に

げ路
みち

を近
おう

江
み

路
じ

に用意
ようい

すると共に、天王寺に使い
つかい

を馳
は

せて、両
りょう

朝
ちょう

ご和
わ

睦
ぼく

の 条
じょう

件
けん

を 改
あらた

めてまた申し上げた。 しかし、天皇はそれに対する 勅
ちょく

答
とう

はいづれ 男
おとこ

山
やま

にて申
もう

し渡
わた

すと仰
おお

せられただけでしたので、使いは空
むな

しく帰
かえ

った。 義
よし

詮
あきら

は大いにあわてて、いよいよ防
ぼう

戦
せん

の 準
じゅん

備
び

を急
いそ

いだ。 

男 山
おとこやま

に鳳
ほう

輦
れん

を進
すす

める 

  天皇は、19 日に、更
さら

に鳳
ほう

輦
れん

を男山八幡宮に進めて、祠
し

官
かん

田
た

中
なか

定
さだ

清
きよ

の 邸
やしき

を行
あん

宮
ぐう

とされたが、その翌

20 日には、早くも北 畠
きたばたけ

顕
あき

能
よし

、楠
くすの

木
き

正
まさ

儀
のり

、千
ち

種
ぐさ

顕
あき

経
つね

らの率いた官軍が 3 方から一時
いちどき

に京都に乱 入
らんにゅう

して、

攻撃
こうげき

を始めたので、義
よし

詮
あきら

は細
ほそ

川
かわ

顕
あき

氏
うじ

、同
おなじく

頼
より

春
はる

らをしてこれを邀
むか

えて戦わせた。 けれども、足利軍
あしかがぐん

は、
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どの方面
ほうめん

もさんざんに敗れた上に、大 将
たいしょう

の頼
より

春
はる

も戦死
せんし

したので、義
よし

詮
あきら

は遂
つい

に支
ささ

えることが出来なくな

って近江
おうみ

に逃げた。 

京都回復
かいふく

の成功
せいこう

 

  かくて、京都は全く官軍の手に帰
き

し、吉野の朝廷の久しい御希望
きぼう

でした京都ご回復
かいふく

のご計画は、ここ

に一先
ひとま

づ達
たっ

せられたのです。 それで翌 21 日、北
ほく

朝
ちょう

の光
こう

厳
げん

、光
こう

明
みょう

、崇
す

光
こう

の 3上皇及び前皇太子直
ただ

仁
ひと

親

王は後
ご

村上
むらかみ

天皇に迎えられて、八幡
やはた

に遷
うつ

られ、後、3月 3 日に河内
かわち

の東 條
とうじょう

に遷
うつ

られ、更に 5 月 2 日には

賀
あ

名
の

生
う

の行宮
あんぐう

に遷られた。  

  しかし、この時の官軍は、その実力がまだ十分に京都を保
たも

つに足
た

らなかったので、天皇は直
す

ぐには

入 京
にゅうきょう

にはならず、四
し

條
じょう

隆
たか

資
すけ

、楠
くすの

木
き

正
まさ

儀
のり

らに奉
ほう

ぜられて、なお男山の行宮にご滞在
たいざい

になり、京都は北 畠
きたばたけ

顕
あき

能
よし

に鎮
しづ

めさせ、父の親房
ちかふさ

にこれを輔
たす

けさせられた。 

官軍
かんぐん

の敗退
はいたい

  

  ところが、近江に走った義
よし

詮
あきら

が 忽
たちま

ちまた大兵を集めて、3 月 13 日には早くも進んで京都を襲
おそ

った

ので、もとより守備
しゅび

が薄 弱
はくじゃく

であった官軍は、戦わずして 退
しりぞ

いた。 義
よし

詮
あきら

は本陣
ほんじん

を東寺
とうじ

に移して、軍を

男 山
おとこやま

に進めると共に、一
いち

軍
ぐん

を八
や

幡
はた

の南
なん

方
ぽう

の洞
ほら

ケ
が

峠
とうげ

に遣
や

って、官軍の糧 道
りょうどう

を絶
た

たせた。 この時、官軍

は、東は信濃の宗
むね

良
なが

親王、西は九州の懐
かね

良
なが

親王に 勅
みことの

りして、援
えん

兵
ぺい

を送
おく

らせる手
て

筈
はず

になっていたが、その

援兵が容易に来ないうちに、山名
やまな

時
とき

氏
うじ

は山陰の兵を率いて義
よし

詮
あきら

を援
たす

けて、薩摩
さつま

の島津
しまづ

氏、伊予
い よ

の河野
こうの

氏

らの兵も義
よし

詮
あきら

の軍に加わった上に、赤
あか

松
まつ

則
そく

祐
ゆう

もまた既に叛
そむ

いて義
よし

詮
あきら

に付いていたので、賊軍の勢いはま

すます盛んで、遂に完全に男山を包囲
ほうい

した。  

官軍は 頗
すこぶ

る苦
く

戦
せん

に 陥
おちい

ったが、山
さん

上
じょう

の嶮
けん

に天皇を奉
ほう

じてよく防
ふせ

ぎ、5 月の初めまでは辛く
つらく

も持
も

ちこ

たえたのでした。 ところが、兵 糧
ひょうろう

が次第
しだい

に欠乏
けつぼう

して来たために、官軍の兵は疲
つか

れ、士
し

気
き

は 衰
おとろ

え、山を

遁
のが

れて落
お

ちる者も少なくなく、遂には北
きた

畠
ばたけ

顕
あき

能
よし

の 重
じゅう

臣
しん

までが、敵に降
こう

参
さん

して出たので、今は囲
かこ

みを衝
つ

い

て抜
ぬけ

出
で

る外
ほか

には策
さく

がなくなり、5 月 11 日の夜、北
きた

畠
ばたけ

顕
あき

能
よし

、名
な

和
わ

長
なが

重
しげ

らが兵を率いて供奉
ぐ ぶ

して、天皇は大
やま

和
と

路
ぢ

を落
お

ちて行かれた。  

四
し

條
じょう

隆
たか

資
すけ

の戦死
せんし

 

この時、敵の追
つい

撃
げき

が 甚
はなは

だ 急
きゅう

でしたので、官軍の 将
しょう

士
し

は返
かえ

し合
あ

わせて、戦
たたか

っては走
はし

り、戦っては走

りしたので、討
う

ち死
じに

した者が 頗
すこぶ

る多く、四
し

條
じょう

隆
たか

資
すけ

の如
ごと

きもその 1 人でした。 隆
たか

資
すけ

は元
げん

弘
こう

の乱に笠置
かさぎ

の

城が落ちて以来、常に先
せん

帝
てい

をお輔
たす

けし、しばしば軍功をも立て、吉野の朝廷には殊
こと

に大事な功
こう

臣
しん

であった

のに、ここに討ち死したのは、誠
まこと

に惜しむべきでした。 この時、後
ご

村
むら

上
かみ

天皇の 鎧
よろい

にも矢が 2 筋
すぢ

まで立

ったというほどで、いかに賊兵の追
つい

撃
げき

が烈
はげ

しかったかが分かる。 天皇は辛
かろ

うじて河内の東
とう

條
じょう

まで落
お

ち延
の

びて、楠木
くすのき

氏の城に入られたが、やがて賀
あ

名
の

生
う

の行宮
あんぐう

に還
かん

幸
こう

された。  

京都回復
かいふく

の失敗
しっぱい
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  かくして折角
せっかく

の京都のご回復
かいふく

は失敗に終わったが、予
か

ねて密
みっ

使
し

を立てて諸国の官軍と打
う

ち合
あ

わせて置
お

かれたので、天皇が男山にお出ましになった前後
ぜんご

に、官軍は諸国に競
きそ

い起
お

こって、その勢いも一時は中々
なかなか

盛
さか

んでした。 そのうち、東山、北陸、四国、九州の諸国からは、京都に向けて援兵
えんぺい

を出したのですが、残念
ざんねん

な事に、男山が早
はや

く
く

陥
おちい

ったので、途中
とちゅう

でそれを聞いて、皆 力
ちから

を落
お

として引
ひ

き返
かえ

しました。 

新
にっ

田
た

氏
し

一族
いちぞく

の東国
とうごく

経営
けいえい

 

  また、東国では、新
にっ

田
た

義
よし

貞
さだ

の子の義
よし

興
おき

、義
よし

宗
むね

、および脇
わき

屋
や

義
よし

助
すけ

の子の義
よし

治
はる

が、上野
こうづけ

に兵
へい

を起
お

こして、

正 平
しょうへい

七年閏二月、武
む

蔵
さし

の府
ふ

中
ちゅう

に進んだ。 尊
たか

氏
うじ

は官軍が優勢
ゆうせい

なのを聞き、これを防
ふせ

ごうとして鎌倉を出

て、武蔵の神奈川
か な が わ

城から小
こ

金
がね

井
いの

原
はら

に進んだので、義
よし

宗
むね

はこれを撃
う

って大いに破り、義
よし

興
おき

、義
よし

治
はる

の 2 人は

鎌倉を襲
おそ

って基
もと

氏
うじ

を走らせ、ここを占
せん

領
りょう

して本
ほん

拠
きょ

とした。 この時、信濃におられた宗
むね

良
なが

親王は、上野

から武蔵に兵を進められて、小手指
こ て さ し

原
はら

 -- 今の所 沢
ところざわ

の近く -–で、親
した

しく 義
よし

宗
むね

の陣
じん

に臨
のぞ

んで士
し

気
き

を鼓
こ

舞
ぶ

さ

れた。 この時、親王が詠
よ

まれたお歌
うた

に、 

       君
きみ

がため世
よ

のため何か惜
お

しからん  すててかひある 命
いのち

なりせば 

というのがある。 お 志
こころざし

の一端
いったん

を 窺
うかが

うことが出来ます。 

新田
にった

義
よし

宗
むね

の敗退
はいたい

 

  さて尊
たか

氏
うじ

は、間もなく大兵を集めて、その月の 28 日に小手指
こ て さ し

原
はら

に義
よし

宗
むね

の軍を攻
せ

めた。 この時から

官軍はしばしば敗れて、遂
つい

に比
ひ

企
き

郡
ごおり

の笛
ふえ

吹
ふき

峠
とうげ

（須
す

江
え

村）まで引
ひ

き 退
しりぞ

いたが、そこをも支
ささ

えることが出

来なくなって、親王は再び信濃に 赴
おもむ

かれ、義
よし

宗
むね

は越
えち

後
ご

に遁
のが

れた。 義
よし

興
おき

、義
よし

治
はる

は折角
せっかく

鎌倉を占 領
せんりょう

した

のだが、義
よし

宗
むね

が敗れて遠
とお

く 退
しりぞ

いてしまった上は、迚
とて

も保
たも

つことが出来なかったので、3 月 2 日に鎌倉を

去って相模
さがみ

の河村
かわむら

城に拠
よ

った。 尊
たか

氏
うじ

は間もなく鎌倉に帰
かえ

った。 かくして関東に於
お

ける官軍の計画
けいかく

もま

た破れたのでしたが、河村城はその後も容易
ようい

には落ちず、翌 正
しょう

平
へい

 8 年の春までよく守
まも

ったので、尊
たか

氏
うじ

は

なお関東に留
とど

まって、新
にっ

田
た

氏
し

の再
さい

興
こう

に対して備
そな

えなければならなかった。 

足利義
よし

詮
あきら

、光
こう

厳院
ごんいん

を立
た

てる 

  一方、京都では、八幡
やはた

の戦いで、朝廷のご計
けい

画
かく

が破
やぶ

れた為
ため

に、尊
たか

氏
うじ

、義
よし

詮
あきら

らの降
こう

参
さん

も自
し

然
ぜん

と 消
しょう

滅
めつ

し

たが、この時、北朝の 3 上皇および前皇太子は賀
あ

名
の

生
う

の行
あん

宮
ぐう

に拘
とら

えられ、武
ぶ

士
し

の警
けい

護
ご

が厳
げん

重
じゅう

だったので、

京都へはいつ帰られるか分
わ

からない。 しかし、既
すで

に 両
りょう

朝
ちょう

の合
ごう

一
いつ

が破
やぶ

れた上
うえ

は、京都にも天皇がおられ

なければならないので、足利義
よし

詮
あきら

は京都の公
く

卿
ぎょう

達
たち

とも相談
そうだん

の上、光
こう

厳院
ごんいん

の第 2 の皇子で、崇
す

光
こう

院
いん

の御

弟の弥
いや

仁
ひと

王
おう

を立てて天皇と申し上げることにした。 後
ご

光
こう

厳院
ごんいん

がこれです。 

  こうして、義
よし

詮
あきら

はまた京都の朝廷を奉じて元の通りに政治を執
と

った。 世はまた南北の両朝に分かれ

たのです。 

  この後
のち

、京都は 暫
しばら

く平
へい

穏
おん

でしたが、地方
ちほう

では武士
ぶ し

らが互
たが

いに勢
せい

力
りょく

を 養
やしな

い、敵
てき

と身
み

方
かた

に分
わ

かれて、

到
いた

る 処
ところ

に 争
あらそ

いを繰
く

り返
かえ

していた。 尤
もっと

もこれには、直
ただ

義
よし

党であった者らが、足利直
ただ

義
よし

が殺
ころ

されたため
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に、南朝に降
くだ

って官軍となり、恨
うら

みを尊
たか

氏
うじ

らに報
むく

いようとしたのも少
すく

なくなかったので、今までの官軍と

賊軍とは違
ちが

った意
い

味
み

の 戦
たたかい

いなども方々
ほうぼう

に 行
おこな

われたのです。 

足利
あしかが

直
ただ

冬
ふゆ

、南 朝
なんちょう

に降
くだ

る 

  殊
こと

に九州探
たん

題
だい

の足利
あしかが

直
ただ

冬
ふゆ

は、直
ただ

義
よし

のおかげで勢力を保
たも

っていたのですから、直
ただ

義
よし

が殺されると共に、

忽
たちま

ち敵の一
いっ

色
しき

範
のり

氏
うじ

らに攻め落とされて、遂
つい

に九州にいられなくなって長門
ながと

に遁
のが

れた。 けれども、尊
たか

氏
うじ

、

義
よし

詮
あきら

らは元
もと

からの敵ですから、京都に帰
かえ

るわけにも行かない。 それで、彼もまた直
ただ

義
よし

や尊
たか

氏
うじ

らの例
れい

に倣
なら

って、南朝に降
くだ

り、官軍の勢 力
せいりょく

を借
か

りて敵
てき

の一
いっ

党
とう

に当
あた

ろうと 考
かんが

えた。  

その頃、直
ただ

義
よし

の部下でした石
いし

塔
どう

頼
より

房
ふさ

、吉
き

良
ら

満
みつ

貞
さだ

らは既に南朝に降
くだ

っていたので、直
ただ

冬
ふゆ

は彼に頼
たの

んで降
こう

参
さん

を願
ねが

い、お許
ゆる

しを受けると、大宰府
だ ざ い ふ

の 少
しょう

弐
に

頼
より

尚
ひさ

と連絡
れんらく

して、官軍の菊地
きくち

武光
たけみつ

と共に、一
いっ

色
しき

範
のり

氏
うじ

を討
う

と

うとした。 この時、一
いっ

色
しき

範
のり

氏
うじ

は官軍に属
ぞく

していたのですが、直
ただ

冬
ふゆ

が官軍になったので、南朝に叛
そむ

いて、

一方で 少
しょう

弐
に

頼
より

尚
ひさ

は直
ただ

義
よし

党として官軍に属しました。  

すべて足利氏の武将らは、ただ自分の野
や

心
しん

を満
まん

足
ぞく

させようとして一身
いっしん

の利害
りがい

の上から或
ある

いは敵となり、

或いは身方となったのですから、官軍に属
ぞく

するといっても、その本
ほん

心
しん

は容
よう

易
い

に信
しん

じられないのです。 朝

廷ではそれをもよくご承知
しょうち

の上で、彼らが身方
みかた

に参
まい

るのを機
き

会
かい

に、これを利用
りよう

しようと努
つと

められたのです。 

官軍、しばしば京都を回復
かいふく

する 

  こうして、足利氏の内訌
ないこう

で降参
こうさん

して来た諸将の力を用
もち

いて、この後も正 平
しょうへい

8 年に 1 度、正平 10 年

に 1 度、官軍は京都を回復
かいふく

しています。  

8 年の時には、6 月に、足利氏に叛
そむ

いた山
やま

名
な

時
とき

氏
うじ

と共に、楠木
くすのき

正儀
まさのり

らの官軍が進んで京都を占 領
せんりょう

し

ました。 この時、足利義
よし

詮
あきら

は後
ご

光
こう

厳院
ごんいん

を奉
ほう

じて美
み

濃
の

に奔
はし

ったが、やがてまた大兵を率いて京都に迫
せま

っ

たので、官軍は 退
しりぞ

いた。 尊
たか

氏
うじ

が 漸
ようや

く新
にっ

田
た

氏を破ったのもこの年で、彼は 8 月に鎌倉を発して、9 月に

美濃から後
ご

光
こう

厳院
ごんいん

を奉じて京都に帰
かえ

った。  

10 年の時には、足利
あしかが

直
ただ

冬
ふゆ

、山名
やまな

時
とき

氏
うじ

らが、その他の直
ただ

義
よし

党と共に、尊
たか

氏
うじ

を近江に走らせて、正月早々

に、京都に入
はい

ったのです。 この時、義
よし

詮
あきら

は播
はり

磨
ま

にいたが、引
ひ

き返
かえ

して山崎
やまざき

に陣
じん

して、東から進んだ尊
たか

氏
うじ

と相
あい

応
おう

じて京都を奪
うば

い還
かえ

そうとした。 戦いは 2 月 6 日から始まって、3 月 12 日まで続
つづ

いた。 非常
ひじょう

な

激戦
げきせん

も幾度
いくたび

かあった後
のち

に、遂
つい

に官軍が敗れて退 却
たいきゃく

したので、その月の 28 日に後
ご

光
こう

厳院
ごんいん

は、先
さ

きに難
なん

を避
さ

けて遷
うつ

られていた近
おう

江
み

の行
あん

宮
ぐう

から還
かえ

られた。  

  こうして幾度
いくど

か 試
こころ

みられた南
なん

朝
ちょう

の京都ご恢
かい

復
ふく

の計
けい

画
かく

も、その都
つ

度
ど

、奪
だっ

還
かん

されて、遂
つい

に成功しなか

ったので、その後は 暫
しばら

くこれを 試
こころ

みられませんでした。 

( 第 21 話 官軍の京都回復
かいふく

運動 終わり。 次は前頁に戻り、 第 22 話  懐良親王と菊池武光 へ) 


